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鶏肉におけるサルモネラ新増菌培地ランバクイックサルモネラの評価

村上光一・市原祥子・江藤良樹・濱﨑光宏・竹中重幸・堀川和美

ランバクイックサルモネラという新しいサルモネラの増菌培地の性能の一部を、ラパポートバシリ

アディス及びテトラチオン酸塩培地と比較することで評価した。検査材料として、30 検体の鶏肉を用

い、検査を実施した。ランバクイックサルモネラを用いた方法で、サルモネラが鶏肉 30 検体中16件検

出され、ラパポートバシリアディスのそれでは20件、さらにテトラチオン酸塩培地のそれでは11件検

出された。検出に要した時間は、ランバクイックサルモネラを用いた方法の方が 1 日間短かった。ラ

ンバクイックサルモネラの、鶏肉における検出率は、特段低いものでなく、かつ検査時間を一日間短

縮できることから、この増菌培地を他の検査法と併用することは効果的であると考えた。
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１ はじめに

サルモネラは公衆衛生上重要な病原体である。サ

ルモネラは、チフス性のサルモネラと非チフス性のサ

ルモネラに分類されるが、前者はヒトに腸チフスある

いはパラチフスを起こし、後者は主として急性腸炎（サ

ルモネラ症）を惹起する。非チフス性サルモネラは、

食品を媒介とするものや、カメなどの動物を介してヒ

トに感染することが多い。飲食物がサルモネラを媒介

してヒトにサルモネラ症を起こした場合は、食中毒と

して取り扱われる。

サルモネラの食中毒において、非チフス性サルモ

ネラを媒介する飲食物の種類は多いが、最も主要な

ものは鶏卵と鶏肉である１）、２）。そのため、鶏卵及び

鶏肉からサルモネラを効率よく検出する方法（用い

る培地や培養時間、培養温度などの諸条件の組み合

わせ方法）は、食品衛生上重要であるため、種々検

討されている。検討された結果として所謂「公定法」

が定められている。しかしながら、公定法が検査法

として、最善であるわけでなく、優れた方法があれ

ば、改訂されるべきものである。

今回、ランバクイックサルモネラという新しいサ

ルモネラの増菌培地の性能の一部を、既存の増菌培

地ラパポートバシリアディス及びテトラチオン酸塩

培地と比較することで評価した。

２ 方法

平成 21 年 5 月及び 6 月に、検査材料として、30
検体の鶏肉を用い、検査を実施した。

従来法は、鶏肉約 25 g を秤量し、これをストマッ

カー用の袋にいれ、225 ml の緩衝ペプトン水を加え

た後、ストマッカーにて 1 分間ストマックした。これ

を 35 ℃にて 20 時間培養した。ついでラパポートバシ

リアディス及びテトラチオン酸塩培地に、培養液をそ

れぞれ 0.1 ml 及び 1 ml 接種し、42 ℃ にて 18 時間

培養した。その後、ラパポートバシリアディス培養物

を SMID 寒天培地及び XLT4 寒天培地に塗沫し、同様

にテトラチオン酸塩培地の培養物も両寒天培地に塗沫

した。SMID 寒天培地は 35 ℃にて 18 時間培養し、サ

ルモネラを疑う集落を釣菌した。XLT4 寒天培地は 35
℃にて 18 時間後、同様に釣菌し、サルモネラを疑う

集落が認められない場合には、さらに計 42 時間とな

るよう培養し、サルモネラを疑う集落を釣菌した。釣

菌は TSI 寒天培地等既報３）のとおりに実施し、サルモ

ネラであるか同定した。

一方、ランバクイックサルモネラを用いた方法では、

18 時間培養した緩衝ペプトン水培養物 0.1ml をラン

バクイックサルモネラにて、42℃、7 時間培養した。

その後、培養物を SMID 寒天培地及び XLT4 寒天培地

に塗沫し SMID 寒天培地は 35 ℃にて 18 時間培養し、

サルモネラを疑う集落を釣菌し、XLT4 寒天培地は 35
℃にて 18 時間後、同様に釣菌し、サルモネラを疑う

集落が認められない場合には、さらに計 42 時間とな

るよう培養し、サルモネラを疑う集落を釣菌し、サル

モネラであるか同定した。
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表１ 鶏肉 30 検体における 各増菌培地の検出結果（寒天平板培地）

３ 結果及び考察

表１に示すように、ランバクイックサルモネラを用

いた方法で、サルモネラが鶏肉 30 検体中16件検出さ

れ、ラパポートバシリアディスのそれでは、20件さら

にテトラチオン酸塩培地のそれでは11件検出された。

ランバクイックサルモネラを用いた方法は、サルモネ

ラの同定まで 4 日間－ 5 日間を要したが、ラパポート

バシリアディス及びテトラチオン酸塩培地のそれは 5
日間－ 6 日間を要し、ランバクイックサルモネラを用

いた方法の方が 1 日間短かった。

この実験で、鶏肉の検査において、ランバクイック

サルモネラのサルモネラ検出能力は、ラパポートバシリ

アディス及びテトラチオン酸塩培地のそれの中間を示し

た。また、ランバクイックサルモネラを用いた検査法は、

ラパポートバシリアディス及びテトラチオン酸塩培地を

用いた検査法より、24 時間程度速く検査結果を得られ

た。よい検査法、あるいは、よい培地の定義は定かでは

ない。検出率が高いこと、安定した結果が得られること、

短期間で結果が得られること、操作や準備が煩雑でない

こと、廉価であることなどが考えられるが、いずれも私

見である。

今回、ランバクイックサルモネラの、鶏肉における検

出率は、特段低いものでなく、かつ検査時間を一日間短

縮できることから、この増菌培地を他の検査法（特にラ

パポートバシリアディス）と併用することは効果的であ

ると考えた。
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